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薬物検査

薬
物
検
査

特定薬剤治療管理料は、投与薬剤の血中濃度を測定し、その測定結果をもとに投与量を精密に管理した場合、同一暦月につき1回に限り算定する。
(てんかん患者において2種類以上のてんかん剤を投与しており、同一暦月に複数の抗てんかん剤の血中濃度を測定した場合、1月に2回に限り算定できる。)

※特定薬剤治療管理料
薬 　 剤 　 名

分 　 　 類 検 索 対 象 薬 物

検 査 項 目 加 算 点 備 　 　 考
特 定 薬 剤 治 療 管 理 料

1〜3ヵ月 4ヵ月以降

フェノバルビタール､プリミドン、フェニトイン、
カルバマゼピン、バルプロ酸、エトスクシミド、
トリメタジオン、クロナゼパム、ニトラゼパム、
ガバペンチン、トピラマート、ジアゼパム、
ゾニサミド、クロバザム、ラモトリギン、
レベチラセタム、ラコサミド

ジゴキシン

ゲンタマイシン､トブラマイシン､アミカシン、 
アルベカシン

バンコマイシン、テイコプラニン

テオフィリン

プロカインアミド、N-アセチルプロカインアミド､ 
ジソピラミド、リドカイン、アプリンジン、
ピルシカイニド、プロパフェノン、メキシレチン、
フレカイニド、シベンゾリン、ピルメノール、
アミオダロン

ハロペリドール

ブロムペリドール

リチウム

シクロスポリン、タクロリムス

シクロスポリン

タクロリムス

サリチル酸、メトトレキサート

470点

抗 て ん か ん 剤

ジ ギ タ リ ス 製 剤

ア ミノ 配 糖 体 抗 生 物 質
(入院中)

グリコペプチド系抗生物質
(入院中)

テ オ フ ィ リ ン

ハ ロ ペ リ ド ー ル 製 剤

免 疫 抑 制 剤
(再生不良性貧血､赤芽球癆､ベーチェット症
候群、尋常性乾癬、膿疱性乾癬、乾癬性紅皮
症、関節症性乾癬、ネフローゼ症候群)

免 疫 抑 制 剤 (臓器移植後)

免疫抑制剤(全身型重症筋無力症)

そ の 他

不 整 脈 用 剤

280点
(薬剤投与を行っ
た初回月に限る)

280点
(薬剤投与を行っ
た初回月に限る)

2740点
(臓器移植を行った
月から3ヵ月以内)

235点

470点

235点

ジギタリス製剤の急速飽和
を行った場合またはてんかん
重積状態の患者に対して抗
てんかん剤の注射等を行っ
た場合は､所定点数にかか
わらず､1回に限り740点を
算定する。

覚せい剤※1	 アンフェタミン

		  メタンフェタミン（ヒロポン）

麻薬※2

(アヘンアルカロイド系麻薬)	 コデイン	

		  モルヒネ

		  6-アセチルモルヒネ

(コカアルカロイド系麻薬)	 コカイン

		  ベンゾイルエクゴニン(コカイン代謝物)

(幻覚剤)	 フェンシクリジン

		  メチレンジオキシアンフェタミン(MDA)

		  メチレンジオキシメタンフェタミン(MDMA)

		  メチレンジオキシエチルアンフェタミン(MDEA)

大麻･マリファナ	 THCカルボン酸体※3

※1  ｢覚せい剤取締法｣により規制を受けている薬物
※2  ｢麻薬及び向精神薬取締法｣により規制を受けている薬物
※3  11-ノル—⊿9—テトラヒドロカンナビノール—9—カルボン酸体

被験者本人の検体であることの確認のため、以下の点にご注意の上、出検願います。
①トイレの洗浄水等で希釈されていないこと。
②温度が32〜38℃（採取後4分以内）であること。
③混入物･浮遊物を認めないこと。

ブ ロ ム ペ リド ー ル 製 剤

リ チ ウ ム 製 剤

【単一薬剤】
470点

【単一薬剤】
470点

【複数薬剤】
940点

【複数薬剤】
940点

�乱用薬物スクリーニング
対 象 農 薬

スミチオン（MEP）
マラチオン
CYAP
エチルチオメトン
EPN
ダイアジノン
MPP
メチダチオン（DMTP）
イソキサチオン
ピリミホスメチル
DDVP
トリクロルフォン（DEP）
フェンバレレート
シペルメトリン
ペルメトリン
メトリブジン
シマジン（CAT）
フェノブカルブ（BPMC）
カルバリル（NAC）
メソミル
アラクロール
プロパニル（DCPA）

�農薬スクリーニング


